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ＰＴＡ全体会で感謝状が贈呈されました
４月２０日（水）に行われた授業参観、ＰＴＡ全体会そして

学年懇談会には、たくさんの保護者のみなさまに参加していた

だきました。本当にありがとうございました。全体会は用意し

た椅子では足りず、急きょ家庭科室から丸椅子を運び込んだほ

どでした。教育は学校だけでできるものではありません。保護

者のみなさまのあたたかなご協力・ご支援に心から感謝してお

ります。

全体会では、会長の鈴木裕也さんから、昨年度のＰＴＡ会長

武田智道様と副会長橋本千夏様に、感謝状が手渡されました。

夏の親子キャンプの企画・運営など、玉井小ＰＴＡ活動の新た

な一歩を進めていただきました。本当にありがとうございまし

た。今後ともご支援とご指導をお願いいたします。

『津波 てんでんこ』
４月２５日（月）、今年度初めての避難訓練を行いました。「大きな地震が発生し、家

庭科室から出火した」という想定で行いました。放送の指示を黙って聞き、予め定められ

た避難経路を、全児童が整然と避難しました。１年生も慌てることなく真剣に訓練に参加

していました。幼稚園のときから小学生と一緒に避難訓練を行ってきた成果なのだと思い

ます。

さらに、常に考えておかなければならないのは、「子どもたちが一人でいるとき」の避

難や安全の確保です。下校の途中や家で一人で留守番をしているときなど「子どもたちが

一人でいるとき」に、大きな地震が起きることも考えておかなければなりません。洪水や

火山の噴火など、天災はいつやってくるかわか

りません。

東日本大震災の後、『津波てんでんこ』という

防災標語が知られるようになりました。地震が

起きたら、次には津波が来るかもしれないから、

それぞれ自分で考え、自主的に高台に逃げるこ

とが大切だということです。これは自分だけ助

かればいいというようなことではなく、予めお
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互いの避難する行動を話し合っておくことが大切だということです。離ればなれになって、

お互いに探し回って逃げ遅れないための教えなのだそうです。互いに探して共倒れになる

のを避けるためなのです。

５年前のあの大震災で大きな津波に襲われた釜石市では、以前から、この『津波てんで

んこ』を標語に避難訓練をしていました。そのため釜石市の小中学生のうち、当日登校し

ていた子どもたちは全員が生存し、「釜石の奇跡」と言われました。

昨日の避難訓練の全体会では、放送や先生方の指示に従って整然と避難すること、さら

には、一人のときには、たとえ一年生であっても「自分で考え」避難しなければならない

こと、「自分の命は自分で守る」ことを話しました。これから様々な機会にくり返し指導

していきたいと考えています。

家庭でも、災害が発生したときに、どこが危険な場所で、どこへ避難すればよいのかと

いったことを、普段から話し合っておくことが大切だと言われています。是非、これを機

会に話をしてみてください。

「歩こう会」を今年度からはじめます
４月２８日（木）は「歩こう会」の予定です。

今年度から全学年で実施することにしました。

子どもたちが実際に自分の足で歩き、大玉村の

よさを理解するとともに、体力の向上を図るこ

とがねらいです。例えば、５年生は本揃地区、

そして八幡宮まで歩きます。「田植え踊り」の伝

統を守っている本揃の地域を見てくることは、

とても大事なことだと思います。途中の田んぼ

も少しずつ水が張られ、輝いているのではない

でしょうか。菜の花も今が盛りです。大玉村の美しい自然を体で感じてほしいと思ってい

ます。

そして、友だちと一緒にお話をしながら歩くことが、どんなに楽しいか実感できるので

はないでしょうか。その経験は、大人になっても忘れられない大事な思い出になっていく

と思います。

郷土愛とか、ふるさとを大事に思う心などは、そのような小さな体験の積み重ねの中か

ら生まれるのではないでしょうか。

ご家庭でも「歩こう会」についてお子さんと話をしていただくと、子どもたちの意欲も

高まると考えます。よろしくお願いします。

年に一度の遠足、「歩こう会」で体力が向上したり、郷土愛が育まれたりするものでは

ないとは思いますが、それでも、これを機会に子どもたちが歩く楽しさを味わい、自ら進

んで歩こうとする「きっかけ」にはなるのではないかと思っています。

子どもたち一人ひとりの心に残る体験になることを心から願っています。

【大玉村の美しく豊かな自然】


